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(T150・85 ・ 127 ・80W， STS ネ土)による冷却を5式み
た。図 l にポンプヘッド冷却部の概略を示す。ペル




























ためである。この問題を克服するには、1)送液速度を抑える、 2) ベルチェの冷却能力を高める、 3) 供
給する COz を予冷する、などの方策が考えられる。そこで、ポンプ導入ラインの前段で、内径 O.5mm、
全長 1.5m のラインを蛇管にし氷水に通すことで、予冷を行ったところ、ポンプヘッドの温度上昇が抑制
され、昇圧速度が改善された。



























4. まとめ 液体 C02 の予冷が必要など課題も残ったが、市販の単機能液クロポンプを利用して、高精
度定圧保持が可能な送液システムを構築できることを確認した。
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